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1 ．は じめに

　近年、文化財保護行政に お い て は 「保存」 と 「活用 」

とい う用語 が頻出 して い る。しか し、よ く考えて み る と、

この 二 つ の用語には大きな矛盾が含まれてい るこ とに気

付く。
「保存」の み を考える な らば 「活用」は避けるべ き

であり、「活用」の みを考え るならば 「保存ゴを図るこ と

は で きない。こ の 大きな二 つ の 命題の 狭間で揺れながら、

日本文化 に親 しみ、触れあい 、それを後匱に伝える こ と

が今求められ て い ると言える。 今圓竣 工 をみ た 国指定名

勝 ・兵主神社庭園の 保存修理事業は、正 に そん な狭間の

事業で あっ た。 事業 の概要 を報告 し、 残された課題にっ

い て若干の考察を試みた。

2 ．庭園の位置と指定概要

　兵主神社庭園は、琵琶湖東岸の 野洲川右岸下流域沖積

地で ある 、 滋賀県野洲郡中主町大字五 条字小森立 の
、 宗

教法人兵主神社の 境内に所在する。縁起等か ら鎌倉時代

中期以降の 豪族居館に伴 う庭園 が、居館廃絶後に社地 と

な り庭園が 残 っ た もの として、池の 汀や石組の 美しさと

ともに評価された。昭和 28 年 3月 31日に本殿南側 の 園

池部分を中心に 6，882   が 指定され、その 後平成 8 年 11

月 11 日に は事業に係わる発掘調査の 進展に伴い 14，806
  が追加指定され 、 指定総面積は 21，688   となっ た。

3 ．兵主神社の歴史と概要

祭神は八 千矛神（＝大国主命 ・大己貴命）で ある。元 々

「兵主 」神 とは、中国の 史書 『史記』等に見 られる八神
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視 された り、北方守護神、農耕神との 見方もあ

る。現在、全国に 「兵主神社1 は 54 社確 認 で き、こ の

内『延喜式』（927）神名帳に記載される式内社 「兵主神社」

は 8 力 国 19座、名神大社は大和穴師坐兵主神 社捺 良）・

壱岐嶋兵主神社（長  ・近江兵主神社く滋賀）の 3社である。

　創建は奈良時代の 養老 2年く718）で、祭神は大亀の 甲に

乗 っ た白蛇 とな り、鹿が守護 して琵琶湖 を渡 っ て きたと

『兵主大明神縁起』慶長 9 年（1604）は伝える。文献上の

初出 は、『三代実録』貞観 4年（862）の 正 五位下 神位授与

で、以後度々 国史上 に祉名を見せ る。

4 ，保存修理葛業の概要

　事業の発端は、作庭以来の経年変化により荒廃が進行

して い たとこ ろに、平成 2年 9月に県下を直撃した台風

19 号に よ り大規模な損壊を生 じた こ とに 始ま る。

　事業は国県町の 補助金 を含む総顯 201，566千円をか け

て（宗）兵主神社が主体とな り、平成 3 年度か ら 13年度ま

で の 11 ヵ 年をか けて実施された。

　指導機関と して は、井 口 昌宏宮司を含めた 5 人（中村
一・牛川喜幸 ・

尼崎博正 ・藤田恒春）か らなる保存整備委

員会を設け、こ れに文化庁 ・滋賀県教育委員会 ・中主町

教育委員会の 行政 と、独 立 行政法人奈良文化財研究所 ・

滋賀県 立 琵琶湖博物館 ・京都造形芸術大学 ・高梨森林美

学研究所等の研究機関か らの 指導を適時受けた 。

　設計監理は   パーク綜合デザイ ンが 、 造園施工 は花豊

造園  が行っ た。

　事業 の 工 程は、これまで の 保存修理事業 とは少 し異な

り、大きく三 区分され る。まず平成 3〜 5 年度は、a）現況

庭園調査 （植生調査 ・石材調査 ・現況庭園破損状況調査 ・

地形測量 ・園池浤渫工 事 ・指定範囲境界標埋設測量 ・地

下 レ
ーダー

探査等）、b）基本方針構想策定
・基本設計、（D

実施設計 とい っ た、荒廃 した庭園の 現況調査 との 基本方

針の 確認とそれに基づ く実施設計 を行 っ た。平成 5〜13

年度 は、a）発掘調査 ・整理調査、　 b）保存修理 工 事 を並行

して 行 い 、平成 12 年度 まで の 発掘調査 で確認された新

た な事実に基づ き設計変更を行い 、T ．事に反映させ た。

平成 12・13 年度は、a）確定庭園調査（植生調査 ・
地形測

量 ・追加指定範囲境界標埋設測量等）、b）報告書作成を行

い 、事業によっ て 明 らか となっ た事実や変更された全て

の 事象を記録し確定する作業を行 っ た。
t
中主町教育委員会
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　本事業工 程 の 特徴は二 つ ある。
一

つ めは保存修理の 実

施前と実施後に何を加え除い たか とい う現状変更を明確

にする こ と、現在の 植生や隣接住宅等の 現況の 周辺 環境

を記録化して次回 の 修理の 基礎資料とするこ とで あ る。

二 つ めは名勝庭園とい う規制の 中で 、 出来 うる限 り発掘

調査や遺構探査を行っ て庭園 の変遷を探り、 文献資料を

補う資料 を得 るこ とで ある。特に後者につ い て は、古社

の 境内地をこ れ程調査した事例は見あたらず、庭園等に

つ い て も幾つ か の 発見があっ た。やや煩雑となる が概要

を記 して おきた い。

5．発掘調査の概要

　現況 の 樹木や施設を残 して の 狭小な トレ ン チ調査（79

ヶ所、約 互216   〉が大部分で はあるが、神社境 内並びに

庭園に係 わ る幾つ か の 事実が 明 らか となっ た。 その 概要

の み示す 。

（1）神社境内の 構成

　神社境内は 、 大字六条 の
一

の 鳥居より北東に約 300m

真 っ 直ぐ大字五条に 参道を進み、西に直角に折れ曲が り

境内に入 る。こ の 境内は、東西に長 い 境内で、幅約 5m

の 溝（堀）によ っ て東西約 200〜220m 、南北約 110〜170

m の 不定型な長方形約 33
，
000   を 囲ん で い る。こ の 境

内地の 立 地は谷状の 低湿地の 上 で、特に本殿裏側 は 旧河

道跡に当た る 。 こ の境内の奥部に、琵琶湖の ある西側 に

背を向けた本殿が、その前面 に拝殿が 、 さらに入 り口御

手洗川を渡る反橋前に楼門と二 の鳥居があり、これ らは

境内の 参道の 中軸線 ヒにお い て 繋が っ てい る。

　 この 主要杜殿 の 配置は、こ れまで の 調査で は 建替えに

よる大きな移動は 見 られず、極めて継続性 の 高い もの で

あるこ とが明らか となっ た。 さらに現楼門の 両翼か らは

堅牢で幅広の 回廊状の 基壇が、さらに それ に 取 り付 く溝

心々 間約 5皿 幅の 築地 とが主要社殿を囲んで 二 分 し、さ

らに境内を本殿 ・拝殿（・祈願所）区 と楼門 ・広場区 の 前

後に二 分し区画 して い た。また、こ の 境内参道は、幅約

2．2m の もの で、ノ」G を叩 き締めて作られ て お り、拝殿前

で は澗 1冨を約 5m か ら約 3m に狭めた部分が発見 され、

橋（反橋又 は平橋）の 存在が確実 となっ た。庭園遺構は こ

の本殿 ・拝殿区の築地の 中に作 られてお り、本殿 ・拝殿

の た め の 施設と見なす こ とが で きる。

（2）庭園の 構成と構造

　庭園の 構成は、お よそ本殿 と楼門 との 参道中軸線に よ

っ て左 右対称に作 られて い る。これ らは本殿 ・拝殿 区を

巡る溝にて 限 られた中に、本殿よ り東側前方の 左右に中

島 （隅丸方形 と円形）二 つ を設け、遣水 口 か ら本殿の 後

に水深の浅い流れをうね らせ て 水を流す もの で 、船を浮

かべ る園地で は ない 。

　 修理 工事が実施され た南側苑地 で は、発掘調査により

比較的そ の 様子が 明 らか とな っ て い る。

　南側苑地へ の取水は 3本ある。
こ の 内 2 本は、東側入

り口の御手洗川から取水し、やや大きめの溝状溜池に
一

図
一2　平安時代 の境内遺構推定図
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時的に貯めた後、こ の 水を築地 ・塀の ライン を過ぎた本

来 の 境内の 苑地手前 で 二 分して、一
方は築山の 後ろ側か

ら滝状に出島 の 谷部か ら流し込み 、 もう
一
方は傾斜をつ

けて幅 1m 余 りの 狭く細 い 水 口 より、 南側 の 最も広い 池

に向けて くの 字状に流し込んで い る 。 他の 1本は、拝殿

前の幅約 5m 深さ 0．8〜1．5rnの溝か ら流し込む もの で、

護岸部は 約 30〜40°

の 急傾斜で は ある が州浜 石敷と し

て お り、主要施設の 表 として特に意識され て い た もの と

み られ る。
こ れに対 し北側苑地の 池で は州浜石 敷が明確

に認め られず 、 当初より南側苑地（主庭園）の 池 の 方が規

模も大 きく構成も複雑で意匠面に お い ても優れて お り、

その使われ方も違っ て い た もの と思われる。

　池 の 汀には石材分析 の 結果、野洲川流域で採取された

直径 3〜10　cmの やや黒 い 砂岩 ・砂質ホ ル ン フ ェ ル ス の 円

礫を多用 して 、 水深 30〜50cmの 池 に傾斜約 15°

の斜面

を作っ て緩やか な曲線を描く州浜石敷と して お り、護岸

を保護すると共に細波を起こ して庭園としての 効果を高

め て い た。景石の痕跡につ い ては、護岸部全周 の 調査に

おい て も遂に 発見で きなか っ た。野洲川下流域では大型

石材を得に くい とい う地理的条件よりも、庭園が水 の 祭

祀の 場 と して の み 機能 して い たの で あれば景石 は最初か

ら必要 とされて い なか っ た こ とも考え られ る。

　南側苑地の排水は、池尻 より本殿裏を巡 り北側 の 築地

外の 溝（堀）に排水して い る。溝の 規模は幅が約 1．5m 深 さ

約 0．6m で、州浜石敷等 の装飾は全 く見られない。

　植生につ い て は何カ所か で分析調査 を試みた が、作庭

当初の 良好な資料は得て お らず、近世以降の 植生を知る

の み で ある 。

　作庭年代 は、未 だ 明 確 な資料 は な い が、土 自榊 亅・皿 等

の出土土器か らみると平安日訶弋後期 の 12 世紀には既に

作られて い た もの と思われ る。『兵範記』仁安 2年（1167）
の 藤原兼光 の 神殿 ・舎屋

・
門の 修造 とそれに伴 う拝任 の

記事は、こ の こ とと何 らかの 関係が考えられる。

　作庭後の 苑地遺構は 14〜15 世紀には、北側苑地は完

全 に埋 没 して中島上の境内社を残す の み とな り、南側苑

地 の 中島周辺以外 と、 拝殿前面の 明治末年まで 残る
一
部

溝跡以外もこ の頃には埋没して い た。こ の ころには庭園

として の 認識さえ怪 し くなっ て きて い た こ とが、観応年

（1350〜52）作成の絵図に よ りみ られ る。また南側苑地の

中島は、池の 浚渫に よ っ て池底か ら 2m 余りの 土饅頭と

なり、16 世紀ま で こ れ が経塚 と して利用 され て い た こ と

が確認 で きた
。

　現在見る庭園となっ た の は、目露戦争の 戦勝記念と し

て 、地元が明治 38年〜明治 41 年（1908）に神苑を復興 し

た こ とによるもの で ある こ とが 、 文献調査と発掘調査に

よっ て明らかに な っ た。この 当初の指定地で ある南側苑

地の 瀦渫及び作庭は、「植利」 （大津市材木町在住）とい

う人物が中心となっ て い る。こ の 時の 作庭は、守山石（志

賀町）が多数琵琶湖の 対岸より運ばれ使用 された以外 、 当

初の 園池に近 い 縄張 りで行われた こ とが幸い して 、 埋没

B

して い た庭園を大き く破壊す るこ とが無か っ た。恐 らく

園池が窪み として残 っ て い たもの と推測され るの で ある 。

6 ．発掘調査 に よる成果と修理整備方針の策定

　発掘調査 に よ り上記の成果を得た の で あるが、保存修

理を行 うに当た りどの時点で の景観像の 獲得によ る修理

復元
・整備を目指すの か は、極めて 大きな問題 で ある。

兵主神社の 場合、南側苑地の 修理を始め て 6 年 目に追加

指定を得て 、 さらに北側と東側苑地の 整備を 5年間で行

うこ ととな っ たため、各苑地の整備方針に混乱を来 した。

　当初の 指定地で ある南側苑地は、その 石組や木杭護岸、

築山等が明治 41年に完成 したもの である こ とが調査に

より明らかとなっ た，昭和 28 年の 指定に お い て は 、こ

れ ら全 て が名勝を構成する重要な要素とな っ て い た。こ

の た め、0．8m 余り下層に存在す る平安時代の 庭園 を蘇ら

せ るの で はなく、平安時代 の 地割 りを残す明治の 庭園を

修理復旧させるこ ととな っ た。こ れには異論 も見られた

が、名勝指定である こ との 重み を重視 して この 様な結論

となっ た。これが史跡 で あれば 、 これが平安時代の庭園

で 指定されて い たならば、今回とは異なっ た整備方針が

打ち出され て い た か も しれ ない。修理 は、護岸石 組の 修

理復旧、汀 の 柔 らか さを横杭か ら乱杭に変更 して 古式な

雰囲気を表すに留め、後は便益施設として の東屋と説明

板の 設置と植栽となっ た。 こ こ で新た に設けたもの は、

池が給水の無い溜池状態であっ たため、発掘調査により

発見され た 平安期の 3 本の 遣水の 内で、最も主要な南側

遣水を復元整備 し、流れ を作っ た こ とで ある。

　北側苑地 は、クス ノ キ の 大木 の 森となっ て い たため 、

平安期の 排水溝や築地等を樹間 に復元す る こ とは とて も

不可能で あっ た 。 さらに寛永 20 年（1643）に現在の本殿

を建設する際、 本殿 ・拝殿を含む全域の地盤改良の た め

の 掘込地業と、周囲より約 1m 余り嵩上げする こ ととを

目的に、大量の 浜砂を湖岸よ り搬入 して い た。こ の 時の

資材搬入 に使われた舟入 り溝と横木を渡 し階段状 に した

桟橋 の 遺構 が
、 半ば埋まっ た状態で発見されて い た。こ

の ため、北側苑地で は、最も復元が可能であり下層 の 遺

構にも被害を与えない 、江戸前期の 舟入 り溝と桟橋を復

元する こ ととなっ た。

　東側苑地で は 、 少 し様子が異なっ て い た。クス ノ キ の

森の 中央に、平安期 の 導水遺構 に 手 を加え近年まで使用

して い た 用水路が半ば埋 まっ て残 っ て い た。こ こ で は、

南側苑地へ の給水溝 ・導水として この 溝を神域東側 の 御

手洗川の取水地点か ら復旧 し、さらに築地 の 基壇の みを

復元的に遺構表示 し、本来の 境内地とそ うでない 境内地

の 区分を樹木植栽の ある場所 と草地に分けて、平安期の

復元的整備 をこ こ で始めて 行 っ たの で あ っ た。

　この 様 に各苑地 に よ り、復元整備 した時代 を 異にす る

こ と と なっ た。しか し、こ れ らは紛れ もない 兵主神社庭

園の歴史の
一
齣で あり、上層遺構を破壊する こ となく平

安期の遺構の イメ
ージを出来うる限 り表現 しようとした
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結果 に他な らない。また これ らを繋ぐ もの と して、近世

の 状況 を復元 した北側苑地より入園 し、中世に復元 した

南側 ・東側苑地を巡 り北側苑地に出るとい う園路の 順路

とガイダン ス 施設 を設け、一
見統

一
感 の ない それぞれの

整備を繋ぐもの として完成を見るこ ととなっ たの で ある。

7 ．庭園の維持管理

　庭園が庭園で あ るた め に は、事業中は勿論の こ とで あ

るが、事業が完了した平成 14 年度か らの 果て しない 維

持管理 に係わっ て お り、最小の経費で最大 の効果を必要

として い る。この た め、事業の終わる 3 年前の平成 11

年度より庭園維持管理計画の 策定を開始し、庭園金体の

景観をも含めた長短期 の 管理をどの 様に行 うべ きなの か、

専門家を交えた検討に よっ て仕様マ ニ ュ ア ル を作成した。

　本庭園で は広大な面積を、全て南側苑地 の 主庭園と同

じ苔庭 とするの で は なく、周辺 の環境や現況に合わせ て

幾つ か の ラン クに分けて苑地を管理する方法をとるこ と

とした。さらに庭園実務者や行政担当者が交代 して も、

作業内容 ・工 程 ・作業量が分かるように、標準工程仕様

書を 3 年間の経験的なデータに より作成 した。

　まず管理ラ ン ク分けとして北倶腕 地は、北側出入 口 門

か ら入ると、イヌ マ キの 生垣の 中に梅林とカキ、舟入 り

溝の 手前まで モ ウ ソ ウチクの 竹林 とい っ た鄙 の 畑の 景色

と して低草地とした。溝を渡る橋を過ぎて 本殿北1則で は、

ク ス ノ キ の 高木林とツ バ キ ・サ カ キ等の 中木常緑樹林か

らなる神域と して 、中
・
低草地 と地肌を 出さず に適度な

落葉敷き と した。南側苑地に つ い て は、こ れ ま で と同様

な徹底 した苔庭 とした。東狽1腕 地は、復元築地基壇は芝

貼りだが将来は草地とし、 築地 の 内側につ い て もグラウ

ン ドカバー
として の低草地とし、遣水の 西側か ら東側へ

は苔庭から低草地 へ と順次移行 し、その 他外周や樹間は

機械除草する ように管理す る こ ととした。 さらに各管理

地区の 年間を通 した清掃 ・除草 ・苔養 生 ・剪定 ・整姿 ・

防虫剤散布 ・施設遺構標識管理 ・水路池管理 ・植栽植物

管理 ・園路管理などの 方法と手順を示 した 。

　また長期の 計画的な管理 として、来園者と施設へ の影

響がある危険木 の 除去、周辺の 住宅地を遮蔽するた め の

樹木帯の 保守、高木 で あるクス ノ キ の 樹勢回復と枝張り

の 調整く165 本）、庭園樹木と樹林の 樹勢回復と樹高管理

（常緑樹 ・落蘖樹 78　k 　1，955 本）、草木 に よ る林床 の 乾燥

防 Ihと修景（草本 ・木本 ・蔓類等 54科 146種）、 園池の 水

の浄化と水量 の確保、落ち葉や枝の 処理等で ある。

　全 て の苑地を苔庭とするこ とは、実際上不可能で ある。

現況 の クス ノ キ を中心 と した神域の樹木環境を、伐採し

破壊 して ま で苔庭にするこ とにも問題がある。園路で の

それぞれの位置に お い て そ の 場 の 趣や景観を楽 しんで も

らうこ と、昔に戻すの で はなく最小限の維持管理 で 見せ

る工 夫をするこ ととした。

8 ．庭園の活用 と観光

　兵主神社 は、残念なが ら
一

日に何 百 人何千人もの 人が

訪れ る観光社寺で はない の で、そ の庭も観光庭園で は な

い 。む しろ整備され た こ とを聞い て、わざわざこの地に

足を運 ん で きて い ただい た、
一

日数人か ら数十人の来園

者と地元氏子の 庭園で ある。多額 の 事業費を投じて、そ

れ で は投資効果が無い で はない かと言 うお叱 りを受ける

の は 当然 で あ る 。 元 々 本事業は観光化事業で はなく、名

勝庭園の保存修理事業で は ある が、や は り来園者 の 増加

は気にかかるとこ ろである。観光ル
ー

トからもか け離れ

て い るため 、 神社単独で 積極的に観光化を図る経費を投

入 で き るわけで もない。それで も文化財 の活用とい う意

味か らも、日頃の 維持管理 の 成果を多く方に見て い ただ

きたい と思 っ て い る。見る人 と見せ る人 の お 互 い の 緊張

感が あ っ て こ そ、今後の 励み も生まれ て くる よ うに 思 え

る からで ある。 しか し、 見せ る側 が イ メージ を強く与 え

る こ とは慎まねばな らない
。 日本 人が創 りあげて きた、

日本文化の美意識の表れで あ る 日本庭園の真の 美し さや

意味を理解して い た だ くた め に もこ の庭の 傍らに実際に

立ち、五感で感 じて もらい た く思う。現在の バ ス ツ アー

観光は、そ うした意味か らはやや反 して い るか も しれな

い が 、 日本人の 内なる光を観る ために こ られ る多くの

方々 に兵主神祉庭園を感じて もらうこ とは有効で あ り、

それは決して庭園の 価値を損なうもの で はない。

9 ．おわりに

　庭園の 整備に係わ り強 く感 じた こ とは、「庭園 は生き物

で あ る亅 とい うこ とで あ る。自然を使 い 、人 間が創 りあ

げた人工 の 自然。
一
年放置すれば跡形もなくそ の 姿は荒

れ果て、肉然に復する。庭園は人間が 手を入れ続けなけ

れば生きられず、育ちもしない 。厄介な文化財で あるが

故に手を緩める こ となく、末永 く護っ てい か ねばならな

い と感 じて い る。
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